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3月17日(金)令和4年度卒業証書授与式を挙行しました。
コロナ禍以来3年ぶりに保護者の人数制限を撤廃し、マスク
は着用ながらも国家・校歌の斉唱、在校生の合唱の実施、
マスクなしでの卒業生入退場、卒業証書授与、お別れの言葉と合唱など、感染予防に
最大限の注意を払い、来賓の未招待、祝辞の省略など、若干の違いはありつつも、以
前と同様の卒業式を取り戻すことができました。
６年間のうち、最後の３年間を新型コロナによって翻弄されてきた卒業生たち。制

約の多い中でも運動会をはじめとする諸行事で富津小全体を引っ張ってきてくれた卒
業生の功績にエールを送りたいと思います。小学校卒業後も、きっとそれぞれの場所
で輝いてくれるものと確信しています。

令和４年度卒業証書授与式校長式辞（要約）
未来は、誰も経験したことのない真っ白で先のわからない混沌とした世界です。

しかし、逆にそれぞれの思いで自由に着色していける社会であるともいえます。
中学校では、様々な地区から様々な生徒が集まってきます。良いものは吸収し、

悪いと感じたものは反面教師として自分の糧にしていってほしい。そして、きっと、
それぞれの場所で大きく羽ばたいていってください。

３月１３日からの一般社会における「マスクルールの変更」に続き、学校では4月1
日から、新しい基準による生活が始まります。マスクの脱着についても基本的に「個
人判断」となります。同時に、一般社会においては、屋内で「２ｍの距離が取れない
場合」「２ｍ以内で会話をする場合」にはマスクの着用が推奨されていますが、『学校
等の重症化リスクの低い方が多い施設では、換気などの基本的感染対策により感染リ
スクを軽減できるのであれば、マスクの着用については個人の判断を基本とする』と
され、身体的距離が取れない状態で複数の児童が同時に発声する状況（合唱、群読な
ど）のみ「マスクの着用を推奨する」と変更されます。３密の回避、消毒・換気の励
行は、そのまま継続され、体温等による健康管理も引き続き行っていきます。

児童が組織する運営委員会の声掛けもあり、赤い羽根共同募金では、児童・教職員
合わせて５,２６５円を集めることができました。集められたお金は、地域の福祉活動、
千葉県内の福祉団体・施設で大切に役立てられます。支えあい、ともに生きる社会の
形成に向け、これからも一歩ずつ進んでいければと願っています。



３月９日(木)本校の保護者を講師としてお迎えし
て、雅楽体験を行いました。
４、５年で筝の体験はしている６年生たちも、笙(細

竹を縦に１７本つなげたもの、伴奏を奏でる)、篳篥
（ひちりき、小さな竹の縦笛、主旋律を担う）、龍笛
(竹製の横笛、副旋律を担当）、鞨鼓（かっこ、バチ
でたたく太鼓）など初めて見る雅楽器の数々に？？？。篳篥は４５０年もの歳月が経
過したものと聞いて、更にびっくり。ピッコロやフルートなどの西洋楽器と似たよう
な発想で作られていること、西洋では楽器を進化させることでいろいろな演奏に応え
られるように工夫しているのに対し、雅楽器は演奏者の技術の向上に応えられるよう
に楽器を工夫をしているという話も大変興味深かったです。
そして、実際に音を奏でてみると「あ～」「知ってる～」との声が。お正月のスー

パーや神前での結婚式などでおなじみのあのメロディー、あの音。実際に楽器にも触
らせてもらえ、音が出せるのも楽しそうでした。

令和４年度３学期受賞者 ＊太字は、校長賞受賞者 のび太賞は１年で最も伸びた人

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 いきわく

授 業 女 子 女 子 女 子 女 子 男 子 女 子 該当なし

自主学習
女 子 男 子 女 子 女 子 女 子 女 子 該当なし
女 子

のび太 女 子 女 子 男 子 男 子 男 子 男 子 該当なし

どこが重要なのかポイントが整理されたノート、きれいに色分けされ、見返すのが
楽しくなるようなノートは、自分自身の学習意欲を高め、課題の定着を促してくれま
す。自分なりのノートの使い方、法則を編み出していきましょう！

４月の予定

～６日(木) 学年始め休業 ２１日(金) 集金日
７日(金) 着任式・始業式 ２２日(土) 授業参観 ＰＴＡ総会

１０日(月) ２～６年給食開始 弁当持参
ＰＴＡ登校指導～１２日 ２４日(月) 振替休業

１１日(火) 入学式 １１：００下校 ２６日(水) 家庭確認 １３：３０下校
１７日(月) １年給食開始 ～２８日(金)
１８日(火) 全国学力・学習状況調査 ２８日(金) ＰＴＡ集金日
２０日(木) 君研 ハッピータイム ＰＴＡ理事会１９：３０

１３：３０下校 ２９日(土) 昭和の日


